






■支援先団体について（計10団体）
2021年度は10団体に対して合計1,987,754円の支援を実施いたしました。
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支援回数 現金支援
物品支援

　本業を活かした持続可能な支援という方向性に基づき、2021年度におきましても

グンゼの事業やサービスを有効に活用した支援先7団体を含む10団体への支援を実

施いたしました。会員の皆さま、誠にありがとうございます。

　今後も会員の皆さまのご意見をいただきながら、よりよい支援活動ができるよう運

営してまいりますので、これからも変わらぬご支援をお願いいたします。

グンゼラブアース倶楽部　事務局



認定特定非営利活動法人 ロシナンテス支援先紹介

認定特定非営利活動法人
ロシナンテス
https://www.rocinantes.org
〒802-0082
福岡県北九州市小倉北区古船場町1-35
北九州市立商工貿易会館 7F
TEL 093-521-6470
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■2021年度活動報告

　アフリカのスーダン・ザンビアで支援活動を行っています。スー

ダンでは川や地下水がない地域の診療所が抱える水の問題を

解決するための水事業と、崩壊寸前の校舎を安全な学びの場に

するための学校建設事業を中心に進めました。ザンビアでは、出

産前後の妊産婦さんが寝泊まりし、安全に出産することができる

ようにする妊産婦待機施設の建設が完了し、小型エコーの導入

なども実施することができました。

■今後の活動予定について

　スーダンでは、進めてきた水事業がまもなく完了し、診療所で

十分な水が使えるようになる予定です。また、学校事業について

も年度内の完成を目指しています。

　そのほか、難民・国内避難民居住区を含む村落部の医療アク

セス向上を目指すプロジェクトも実施します。ザンビアでは、妊産

婦待機施設で安全な水が使えるよう井戸の掘削を行うほか、近

隣地域での小型エコーの導入を進める予定です。

■グンゼラブアース倶楽部からの

　支援の用途について

　活動地であるスーダン・ザンビアで活用予定でしたが、政情不

安や新型コロナの影響による輸送費の高騰などの影響を受け、

輸送を断念いたしました。心よりお詫び申し上げます。ご縁をい

ただき、地域で暮らす市民の福祉向上と地域社会の活性化につ

ながる活動を行うNPO法人いるか様を通して、福岡県内の児童

養護施設へ配布を行いました。「家庭から物を持って来られない

場合も多く、本当に助かります。」などのお礼をいただきました。

■グンゼラブアース倶楽部へのメッセージ

　長引くコロナ禍での変わらぬご支援に職員一同感謝申し上げ

ます。また、国内での配布をご快諾いただきましたことにも、改め

て御礼申し上げます。厳しい状況にある人々に寄り添えるよう、

引き続き尽力してまいります。

工事視察 水汲みの様子

施設利用者のお母さんたち

完成したマザーシェルターの前で完成した妊産婦待機施設











支援先紹介
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認定特定非営利活動法人 ブリッジフォースマイル

認定特定非営利活動法人
ブリッジフォースマイル
https://www.b4s.jp
〒100-8228
東京都千代田区大手町2-6-2
(株式会社パソナグループ本部内)
TEL 03-6842-6766

■2021年度活動報告

　前年度に続き、実地開催とオンラインを併用した活動となりまし

た。一人暮らし準備セミナーや就労体験は内容を改善しながら

進めてきていて、オンライン実施の良さも実感できるようになりま

した。一方で2年ぶりに振袖イベントを実地開催するなど、可能な

ところから対面での取り組みを再開しています。コロナ禍の支援と

して直接つながっている若者に加え、全国の児童養護施設など

に呼びかけ、希望のあった521名に生活必需品を送りました。

■今後の活動予定について

　子ども支援は行政との新たな取り組みも始まり、今後も拡充予

定です。親を頼れない子どもたちの理解者を増やすべく、本年も

当事者スピーチイベント『コエール』を開催するなど、オンラインイ

ベントや企業内講演などの啓発活動にも更に力を入れていきま

す。コロナ禍でオンライン実施となった退所者向けイベントは実

地開催を再開しました。企業と協働する就労体験『ジョブプラク

ティス』や『インターン』に関しても実地開催を模索しています。

■グンゼラブアース倶楽部からの

　支援の用途について

　ご寄付いただいた製品は、18歳（高校卒業）で児童養護施設・

里親家庭を巣立つ子どもたちに団体の寄付仲介サイト『トドクン』

を通しプレゼントしました。親を頼れない環境で一人暮らしをはじ

める子どもたちは、アルバイトで貯めたお金はなるべく残しなが

ら、家電や家具などの一式を揃える必要があります。

貴社の製品のような生活必需品の贈り物は、経済的な負担軽

減だけでなく、新生活に向けた応援にもなります。

■グンゼラブアース倶楽部へのメッセージ

　住み慣れた場所を離れて日々がんばる子どもたちへ、良質なイ

ンナーウエアを届けることができ嬉しいです。継続的なご支援、

誠にありがとうございます。

ジョブプラクティス（バクスター）

コロナ緊急支援 コロナ緊急支援

巣立ちプロジェクト. 振袖アトモ





「児童養護施設 遙学園」に在籍する
子供たちよりお礼が届きました

「児童養護施設 大阪水上隣保館」に在籍する
子供たちよりお礼が届きました

「聖友ホーム」に在籍する
子供たちよりお礼が届きました

完成したマザーシェルターの前で

一般財団法人 みらいこども財団支援先紹介
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一般財団法人
みらいこども財団
https://miraikyousou.com
〒530-0004
大阪府大阪市北区堂島浜1-1-15
TEL 06-6344-3345

■2021年度活動報告

　コロナ禍ではありましたが新しい活動をスタートさせました。

１、コロナ緊急支援金として1,000万円以上を300名以上の児童

養護施設卒園生に支給

２、オンラインを活用したボランティア活動

３、施設を卒園した学生とオンラインで交流しながら支援するオ

ンライン里親

いずれも各施設さまからは高い評価をいただいています。

従来の児童養護施設訪問については、2022年に入り、活動を再

開しています。

■今後の活動予定について

　2022年以降は、オンラインを活用したボランティアに力を入れ

てまいります。全国にいる児童養護施設の子どもたちの支援を、

世界中どこにいても実現することができる仕組みをつくります。

同時に従来の訪問して信頼関係を構築するボランティアも行い、

相乗効果を狙って全国に活動を広げる計画です。

■グンゼラブアース倶楽部からの

　支援の用途について

　グンゼラブアース倶楽部様から寄付いただいた製品は、関東

地区の聖友ホーム様、関西地区の遙学園様にお送りいたしまし

た。

両施設様とも多いに喜んでいただきました。消耗品である下着

は、普段、子供たちが自腹でお小遣いから購入しているとのこと

で、「いくらあってもありがたい」というお声をいただいています。

■グンゼラブアース倶楽部へのメッセージ

　コロナ禍において子どもたちの様々な機会が制限されました

が、このような状況の中でも変わらずご支援いただける企業様が

いることに、みらいこども財団のボランティア300名一同勇気をい

ただくとともに感謝しております。

今後ともご支援のほどよろしくお願いいたします。










